
 
 
 
 
 
 
 

●単年度収支は、2年連続赤字 

 2010 年度に続き、2011 年度も連

続して単年度収支は赤字です。 
  2010年度 赤字 30億円 
  2011年度 赤字 3億円 
●市民一人当たりの市税収入は、 

             政令市で最低 

 2011 年度の市民一人当たりの税

額は、前年度より減り12万9千円、

政令市 20市の中で最低です。 
 
 
・今年度の予算では、生活保護ケー

スワーカーの嘱託職員雇用を継

続。特定健診・ガン検診の無料化

見送り。35人学級拡充なし、小中

学校へのエアコン設置見送り。 
小中学校の体育館建設凍結、プー

ル整備は設計費１カ所のみ。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・財政力指数は最低 

・市民一人の借金は多い方から2番目 

・基金は少ない方から2 番目 

 
 
・子ども医療費無料化制度は小 3ま

でが対象、県下でも遅れた実態。 
・学校給食費値上げが、計画中 
・国民健康保険料は、全国でもトッ

プクラスの負担。 
          など 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桜町再開発 300 億円・花畑町ひろば整備 20 億円 

きびしい市の財政、ムダ使いをしている場合ではありません 
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収支の赤字、少ない税収、弱い財政基盤、いずれの面でも厳しい財政 
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昨
年
生
ま
れ
た
初
孫
は
、
来
月
満
１
歳
に
。
ま
だ
、
つ
か
ま
り

立
ち
に
、
つ
た
え
歩
き
で
す
が
、
玄
関
に
は
か
わ
い
い
熊
さ
ん
の

靴
が
あ
っ
て
、
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
こ
の
連
休
は
、「
初
節
句
」

の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。 

子
ど
も
の
成
長
は
、
何
に
も
代
え
が
た
い
喜
び
で
す
。
我
が
家

の
子
ど
も
た
ち
や
孫
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
健

や
か
に
育
っ
て
い
け
る
よ
う
な
社
会
に
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
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し
か
し
、
今
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
高

い
子
ど
も
の
貧
困
率
、
世
界
一
高
い
学
費
の
負
担
や
、
入
れ
な
い

保
育
所
、
過
度
の
競
争
や
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
子
ど
も
成
長
の
ゆ
が

み
な
ど
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

少
子
化
の
中
、
今
年
も
「
子
ど
も
の
日
」
に
合
わ
せ
総
務
省
が
発

表
し
た
子
ど
も
人
口
は
、
前
年
を
さ
ら
に
１
５
万
人
下
回
り
、
過

去
最
少
の
１
６
４
９
万
人
（
１
５
歳
未
満
）
と
な
り
ま
し
た
。 

私
も
こ
れ
ま
で
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
、
認
可
外
保
育
所
へ
の

助
成
拡
充
や
私
学
助
成
拡
充
の
運
動
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

一
人
一
人
の
子
ど
も
が
大
切
に
さ
れ
、
安
心
し
て
子
ど
も
が
育
て

ら
れ
る
よ
う
、
子
育
て
・
教
育
へ
の
支
援
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
頑
張
り
ま
す
！ 

 

きびしい財政を反映し、お粗末な「暮らし・福祉・子育て、教育」 

 

大型公共事業への過剰な投資は、 

財政がさらに悪化、借金漬けに！ 

  熊本市 相模原 新潟市 浜松市 堺市 岡山市 

財政力指数 0.67 0.98 0.7 0.86 0.83 0.74 

市債現在高 3053 2203 4432 2860 3303 2776 

市民一人当たり借金 421 314 552 361 394 401 

財調・減債基金 120 125 209 157 39 160 

 

●財政基盤は弱く、各種財政指標も類似都市で低位 

 

＊熊本市が作成した「財政ってなあに？」（2011 年度決算状況）より 

 桜町再開発や花畑町ひろば整備など、大型公共事業に

過大な投資をすれば、さらに借金が増えます。また、ハ

コモノは建設費だけでなく、年間数億円の維持管理費が

必要です。過去には、国体への過剰な投資（アクアドー

ム建設 274 億円）などによって、市の財政が悪化し、

中核市で最悪の借金財政となりました。 
人口減少・低成長の時代を迎えています。税収や交付税

収入も厳しい中で、不要不急の大型公共事業に過大な投

資をすべきではありません。 



 
 「市民アンケート」へのご協力ありがとうございます。 

お寄せいただいた声を紹介します。（NO.2） 

アンケートで厳しい暮らしの実態が寄せられました 

*熊本県の賃金は少なすぎてとてもまともな生活ができる手取りにはなり

ません。少ない年金で暮らす高齢者や少ない賃金で子どもを進学させる

パート勤務の母子家庭を守ってほしい。 
＊今年 1 月に派遣切りに会いました。製造業の求人が全くなく、他業種に

行きたくても行けません。（門前払いです）ハローワークもまともに打ち

合ってくれません。（男性、39歳） 

＊政令指定都市になり、不便なことが増えました。（女性、40歳） 

高齢者の方々の切実な声・・・ 
＊水害で持ち家が全壊し住めなくなった為、市営住宅 

に入居している。建て直す資金もない。（女性、77歳） 

＊年金が少しずつ減少していますし、現在 75歳ですが、 

病気をした場合はどうなるか不安です。障がい者、 

特に精神障がい者の雇用状況は大変です。就職先が無 

く、親の死後を思うとき、死ぬにも死ねません。（女性、75歳） 

＊年金者（少額）にとって、消費税はこたえる。食事の節約と病院の回数

を減らすことしか解決できません。（男性、74歳） 

＊年金生活者にとって、光熱費、食料品、日用品の値上げが相次いでいま

す。年金は下がっていくのに、物価だけがあがっていくのを考えれば、

この先が不安です。年金受給額の引き下げは止めて欲しいです。（女性、

63歳） 

＊私は、75歳になり、国民年金 2か月で 10 万円位で介護保険・後期高齢者

保険料を差し引かれた残りで生活しなければならず大変です。今でも大

変なのに、来年より消費税が上がれば今以上に大変になります。（女性、

75歳） 

＊大型のスーパーよりも小さい食料品の店が欲しい。買い物難民のことを

きめ細かく考えて欲しい。（女性、85歳） 

市政への要望など、 

多様な意見が寄せられました 
＊火の国祭りの花火を復活させてほしい。 

若い人が浴衣を着ていく所がない。（女性、54歳） 

＊障がいの息子と 2人暮らしですが、雇用促進住 

宅に暮らしていますが、あと 8年でなくなると聞 

きました。どこで住めるのか先が真っ暗になっています。（女性、66歳） 

＊食品の買い物が便利な街を望む。プルサーマルは危険なので、進めない

ように。福島原発本体がどうなっているのか？大学の放射能専門教育学

部・廃止のための勉強の充実（女性、64歳） 

＊国民健康保険料や介護保険料を少し下げて欲しい。（男性、72歳） 

＊介護が必要な人の施設が高額すぎる。施設は年金で賄える位の負担で入

所できるような施設を建設するべきだと思います。（女性、48歳） 

＊介護施設が次々と出来ていますが、国民年金や年金の少ない方は到底入

居できません。もう少し、安い家賃で入れるように考えてもらいたい。

（男性、68歳） 

＊熊本は、人工透析率が日本一多いと聞いた。糖尿病のコントロールをし

っかりすれば予防できる人が多い。医療費のムダを防ぐためにも、予防

医療に力を入れて欲しい。（女性、30歳） 

＊小学校の教室の冷暖房整備を早く実現してください。寒い冬に暖房がな

いとは本当に驚きました。異常だと思います。（女性、48歳） 

ムダ使いは止めて・・・「広場は雇用を生まない」 
＊花畑地区の広場はいらない。バスターミナルを作っても雇用は生まれな

い。それより仕事がない人のための場所を多く作ってほしい。年金をア

ップし、貧困家庭をなくして欲しい。（女性、59歳） 

＊見通しのない広場をつくる位なら、公営住宅を増やし、既存公営住宅改

修や、認可外保育園助成金に当ててほしい。（女性、29歳） 

＊再開発事業の問題より、3年間も立派な建物が使用されていない事がと

てもムダに思う。（（女性、27歳） 

＊行政も自分のお金だったらどのように使うか真剣に考えて行政をやっ

てもらいたい。又費用対効果を考えるべきだ。（男性、66歳） 

 

 

日本共産党 市議会だより 2013 年 5月 12日 


